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＜第六回 トラブルについて＞ （2024.02.02インタビュー） 

  

今回は、第六回ということで、「トラブルについて」というテーマで話を聞いてみ

ました。 

  

―聞き手：こんばんは。今回は発表会中に発生したトラブルについてお伺いした

いと思います。発表会は舞台発表ですから、個人でも、全体でもたくさん練習を

重ねればある程度のトラブルは予防したり、対処したりはできますが、20回以上

の発表会の中では、全く予想できないトラブルもあったのではないかと思います。

そういったことをいくつか教えていただければと思います。 

  

―名誉会長：はい、こんばんは。今回はトラブルについてですよね。トラブルは

無いようにみんなで準備はするのだが、やはりいくつかあったね。一番のハプニ

ングは、自分たちの発表会ではないんだけど、よそのサークルで舞台の緞帳に火

が付いたというのがあったんですよ。マジックショーでは火を使うこともよくあ

るけど、それが袖側の緞帳についたんだな。 

  

―聞き手：それは相当の事故ですよね。それはそのサークルの会員の演技中です

か？ 

  

―名誉会長：いや、その時は、ゲストマジシャンなんだよね。プロでもそういう

ことはあるんだよ。メンバーと違って、ゲストマジシャンとは、演技内容につい

てあまり深く打合せはできないけど、特に火を使うのかどうかはあらかじめ確認

しておく必要がある。これは他のサークルの事例だったので、その後の顛末はわ

からないけど。ただ、うちのサークルでも似たようなことはあったね。 

  

―聞き手：それはどのようなアクシデントですか？ 

  

―名誉会長：フラッシュストリングって知っているかな？ ぱぁっと燃える紐な

んだけど。通常は、燃え尽きる手前で手を離せば、床に落ちる前に跡形もなく燃

え尽きてしまうものだけど、どうやら湿気の関係だと思うけど、その時はなかな

か燃え尽きなくてね。床に落ちた後も少しだけど燃え続けていたんだよね。 

  

―聞き手：床が燃えたということですか。 

  

―名誉会長：いやいや、床に火がついたわけではなく、ちょっと火の欠片（かけ
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ら）が床に付いたという程度で、発表会はその後も続けられて、結果無事に終わ

ったよ。ただ、やはり舞台を汚すわけにはいかないし、きちんと報告はしないと

いけないので、終了後は舞台を徹底的にチェックしてね、被害を確認したんだよ

ね。まあ、結局ゴマ粒のような大きさの焦げ跡が 1か所ついただけで終わったけ

どね。とはいえ、しっかり誤ったよ。私たちは舞台を汚すわけにはいかないので。 

  

―聞き手：なるほど、大事に至らなくてよかったですね。また、どんなに小さな

焦げ跡でもやはり報告はしっかり行わないといけないですね。 

  

―名誉会長：あとは、発表会終了後で、観客はすでに帰ったあとだけど、椅子が

焦げがということはあったね。原因はビデオ屋なんだけど、ちょうどその日は、

いつもと違う人が来たんだな。おそらく、その人はあまり慣れていなかったのか

な、ショーが終わり、片付けを行っている時に、ビデオ用の照明の電球が点灯し

たまま、ビデオカメラを椅子の上において、どこかにいったんだな。そうすると、

その電球はどんどん高温になってしまい、最後は椅子が焦げてしまった。お客さ

んはもうはけていた後なのでよかったけど、残っていたら大変なことになったね。

こちらも会館に誤ったさ。ただ、ちょうど会館に予備の椅子があったので、特に

弁償という話にはならなかった。これが火に関しては一番のトラブルかな。まあ、

こちらが悪いわけではないけどね。 

  

―聞き手：火のトラブル以外はありますか？ 

  

―名誉会長：ゲストマジシャン用のヘッドセットマイクがないということもあっ

たよ。茅ヶ崎市民文化会館の場合、舞台関連の裏方は会館からの委託業者が行っ

ているのだけどね、その委託業者が言うには、ヘッドセットについては会館から

何も聞いていないので、貸し出せないというんだよね。まあ、話がうまく伝わっ

ていなかったようなんだな。ピンマイクなら届を受けているので貸し出せるとい

うけど、ゲストマジシャンもプロだから「ヘッドセットでないとダメ」と言うし、

あれは困ったね。 

  

―聞き手：それで、どう収めたのですか？ 

  

―名誉会長：たまたま、文化会館の館長が私の知り合いだったので、「館長を呼ん

でくれ」ということで、館長に来てもらって、急遽手続きして貸し出してくれる

ことになったよ。やはり、何事においても、確認は大切なんだね。だいたい発表

会の 1か月前には、文化会館との打ち合わせがあると思うので、その時は細かい
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ところまでしっかり確認することが大事だね。 

  

―聞き手：そうですね。わかりました。 

  

―名誉会長：あとは、チケットの指定席がダブって発券してしまったとか、ステ

ージで水をこぼしてしまったということはある。これも次は起きないよう、指定

席券はしっかり確認するようになっているし、水はこぼれてもいいように防水シ

ートを必ず敷くようにしている。こういった経験をもとに対策をしているので、

最近はトラブルなく発表会が出来ていると思っているよ。 

  

―聞き手：その通りだと思います。ありがとうございました。 

  

（終わり） 

 

※次回は「照明について」とし、演者照明、背景照明などについて話を聞く予定

です。 

 


